
①施設360°とは

施設360°導入事前確認事項

Webアプリケーションを介して、利用者（入居者・スタッフ）の方々の施設内外の位置情報
をリアルタイムに把握できる見守りサービスです。各場所に設置する受信機が、高齢者施
設の入居者及び施設スタッフが常時携帯するG&S提供のビーコンタグ”biblle”より、位置情報
を収集しリアルタイムに更新します。 ※詳細機能は後述P4～P5

②受信機とbiblleの必要台数に関して

Fig. 受信機 Fig. 見守り端末biblle

施設360では、見守り端末保有者が、受信機近傍（～10m程度）に近づいた際に、電波を受
信し、受信機の位置に対象者がいるという位置情報が残ります。
（受信機がない部屋や廊下では位置情報が残らないことにご注意ください。）
サービス利用にあたりましては、まず施設内に設置する受信機の個数と、見守りを行う入

居者様（およびスタッフ）に配布する見守り端末の個数を決定して頂く必要がございます。
下記が導入の1例になりますが、見守り端末保有者の自室、および玄関・レストラン・浴室

等の共有部に受信機を設置することで下記のように、位置情報を把握することができます。
施設360機能の1つ「外出検知（資料P３）」をご利用頂く場合には、玄関およびその同一

フロアに受信機を設置することが必須となりますのでご注意ください。また、受信機設置位
置には100V電源が必要となりますのでそちらも合わせてご注意くださいませ。

Fig. 共有部 受信機設置例（5台）

：受信機

外径：3.2cm
厚み：4.4mm

外出検知機能の利用には玄
関の受信機設置が必須。
また同一フロアで距離

10数mの部屋に受信機の設
置が必要となります。

L：3.7cm
W：8cm
H：1.3cm



Fig. 入居者部屋 受信機設置例（5台）

：受信機

今回、受信機10台・見守り端末10台までを無償にてご提供いたしますので、例えば上記のよ
うに受信機を共有部に5台、端末保有者の自室に5台設置することで、下図のように、リアルタ
イムで位置情報を把握できます。（例えば見守り端末は入居者5名・スタッフ5名に配布）
10台目以降の受信機および端末の追加費用は以下となります。
・受信機：7000円
・見守り端末：3500円 （いづれも初期費用のみ。ランニング費用は無し）

Fig. 自室での検知の様子（端末を持ってる3名が自室にいる状態）

Fig. 共有部での検知の様子



③wifi利用可否ご確認のお願い

本システムを利用するには、受信機をネットワークに接続する必要があります。
施設内のWifi利用の可否をご教授くださいませ。
また、PCから施設内のWifiに接続する際に, 例えば下記図（某カフェのWifi接続の例）

のようにIDの登録等が必要な場合には、本受信機からネットワークに接続できない場合が
ございます。こちらも合わせてご連絡くださいませ。

④施設内マップ有無のご確認のお願い

本システムを利用する際に、受信機を設置するフロアのマップが必要となります。
下記左図のようなイラスト画像や、右上のような簡易な建築画面でも構いませんし、
右下のように簡易的なイラストをパワーポント等で作成したものでも構いません。
こちらも合わせてご提出をお願いいたします。

Fig. ID登録が必要なWifi接続の例

Fig. 施設内マップの例



※1ダッシュボード

※2フロアマップ

１▶︎施設内の位置情報の参照
Webアプリケーションより、施設内の入居者及びスタッフの方のリアルタイムの位置情報
を確認できます。※1ダッシュボードに施設内入居者の方の一覧が表示され、※2フロア
マップではフロア毎に誰がどこにいるかを参照できます。また、スマートフォンなどのモ
バイル端末でも利用でき、パソコンとモバイルで同時利用が可能です。

⑤施設360°主な４つの機能

２▶︎外出検知機能
特定の入居者が外出する際に、施設の担当スタッフにアラートが発行できます。
アラートを発行したい人は管理画面から追加・削除が可能です。
※現在、アラート発行時にSNS(LINE等想定)、ショートメールなどで担当者にアラートを
発行する機能も開発中です。



３▶︎施設外の位置情報の参照
外出アラートが発行された入居者などの屋外の位置情報を確認できます。
屋外での位置はビーコンタグbiblleのサービスを利用して、外部のビーコンタグの利用者や
屋外にある固定受信局とのすれ違いの履歴から定期的に位置確認ができます。

４▶︎生活習慣データの把握
日常の生活習慣データから移動量を把握します。施設内の方々の行動量の平均値を出すこ
とによって、入居者の方それぞれの行動量の変化などを察知できます。
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